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ない治療抵抗性うつ病患者 29 例を対象とした。選択基準は、DSM-IV の構造化臨床面接に
より、現在大うつ病性障害エピソードであること、重症度がハミルトンうつ病評価尺度







脳構造データは、1.5 テスラ MRI 装置を用いて、T1 強調画像を撮像した。撮像条件は以
下のように設定した (TR=12ms, TE=4.5ms, flip angle=20°, FOV=256mm, voxel size=1






対照群の 2 群間で比較した。統計閾値は、p 値が 0.001 未満かつ cluster size（空間的に
連続して有意となったボクセルの数）が 50ボクセル以上とした。また、治療抵抗性うつ病
群内において、治療抵抗性との関連が示唆される症状である反芻の程度（RSQ 得点）を説
明変数として用いて回帰分析を行い、反芻思考の程度と灰白質体積とが相関する脳部位を
求めた。 
治療抵抗性うつ病群と健常対照群の 2 群間比較では、治療抵抗性うつ病患者群では健常
対照者群と比較して、左背側前帯状皮質、右腹側前帯状皮質、右上前頭回、右小脳および
小脳虫部において灰白質体積が有意に減少していることが明らかとなった。 
また、治療抵抗性うつ病群内において、反芻の程度と灰白質体積とが相関する脳領域を
全脳解析で検討した結果では、反芻思考の程度は右上側頭回の灰白質体積と正の相関を示
すことが明らかとなった。  
 以上の結果から、本論文は治療抵抗性うつ病における灰白質体積の異常を明らかにした
ものでその病態理解を深めていく上で重要な知見を示しており、臨床精神医学の発展に大
いに資する研究である。よって審査委員会委員全員は、本論文が申請者に博士（医学）の
学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
